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第2976回例会告示板 2025年 9月 5日

出  席  会  員　41名中／ 23名　56.10%
欠  席  会  員　18名
前 回 出 席 率 （８／29）85.37％
前々回出席率 （８／22）92.68％
会員誕生祝　　９/14佐藤（大）　会員
結　婚　祝　　９/30阿部（俊）、齊藤（利）　各会員
出席100％表彰　32年山内、18年千葉（義）　各会員
本日のプログラム　「座禅例会」12：30～（於）梅渓寺
　木村会員にご準備いただいたお弁当と、梅渓寺様より
「くずかけ」をご馳走になり、普段とは異なる雰囲気の
中で昼食をいただきました。お寺での食事は落ち着いた
空気も相まって、とても美味しく感じられました。その
後、参加者全員で座禅を体験しました。まず作法として、
姿勢を整え、両手は右手の上に左手を重ね、親指を軽く
触れる程度に組みます。背筋は深すぎず浅すぎず自然な
形を保ち、視線は畳の半分ほど先に落とします。目は閉
じずに自然な状態で保ち、この姿勢が整ったら何も考え
ず自然な呼吸に集中します。
　―静寂な時間が十五分ほど流れます―、本日は風も少
なく穏やかな環境の中で、蝉の声や虫の声、さらには遠
くの音まで感じ取れるほどでした。食事や会話の際には
気づかなかった音が、心を整えて集中することで鮮明に
感じられたことは、大変貴重な体験となりました。

 （文責：角田　圭）

第2977回例会告示板 2025年 9月12日

出  席  会  員　41名中／ 28名　68.29%
欠  席  会  員　13名
前 回 出 席 率 （９／５）56.10％
前々回出席率 （８／ 29）85.37％

ニコニコBOX　島　英人委員長
浅野、阿部（俊）、太田、大槻、大橋、木村（研）、久我、
齊藤（利）、佐々木（至）、佐藤（大）、佐藤（禎）、島、
菅原、鈴木（忠）、鈴木（紀）、高橋（政）、千葉（義）、
徳増、中川、二宮、日野、藤原、本田、松永、松本、柳橋、
山内、山本　各会員
本日のプログラム　ゲストスピーチ
　「学校教育とその社会的背景～平成・令和とその先へ」
　石巻市教育委員会学校教育課
　コミュニティ・スクール　スーパーバイザー
　　熊谷　賢治 様

　現在の学校の
取り巻く状況で全
国一律で教育ルー
ルのマニュアルが
ありそれにのっと
り、教育の設計図
を作成していきま
す。平成中期よ
りゆとり教育がス
タートし完全週５
日制が導入されま
した。それに伴い
学力の低下が著

しく見え始め確かな学力確保が必要と考えられ始めまし
た。その中で、東日本大震災がおきて甚大な被害を受け
学校単位でも仮設住宅の建設や、学校での避難生活と目
まぐるしく日々の変化がありました。平成後期にはコロ
ナが蔓延し、どの様な判断をするべきなのか悩まされま
した。現在はＶＯＣＡ時代への突入で令和の学びとして、
変動性・不確実性・複雑性・曖昧性と学習指導が大きく
変わり端末機の導入、社会変化の環境が変わり、地域力
や家庭力の低下がみられる中、児童数の減少や、不登校
問題・発達特性を持つ子供が増加しております。学校は
教育の場ですが、出口として見られるのは社会です。地
域社会とともに、子供を育てる事が重要になってきます。
今求められるのは地域と共にある学校として、転換を図
る仕組みが必要です。子供達には未来を切り開く力を養
ってもらい、主体性を持ち多様な意見を取り入れ緩やか
な関わり合いを持ち、共に生きることが重要になると思
います。

（文責：菅原秀之）
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第2978回例会告示板 2025年 9月26日

出  席  会  員　41名中／ 24名　58.54%
欠  席  会  員　17名
前 回 出 席 率 （９／ 12）68.29％
前々回出席率 （９／５）98.12％
本日のプログラム　
　「お月見例会」　18：30～（於）友福丸
　本年度３回目の夜間例会としてお月見例会が「友福丸」
で開催されました。
　松永Ｓ . Ａ . Ａによる司会進行のもと、冒頭の中川会
長の挨拶では、秋らしい気候の中で開催されたゴルフコ
ンペ参加御礼、３ロータリー麻雀大会への参加依頼が御
座いました。そして懇親会前にポリオ募金活動の集合写
真を撮影し、大橋諒会員による「本日はお月見例会、こ
こからは月は見えないですが月は出てても出てなくても
皆さんと楽しく交流を深めていきましょう」との乾杯の
音頭で、スタートしました。阿部俊範会員から日本酒の
差し入れもあり、旬の魚を中心とした美味しい料理と共
に味わいました。過ごしやすい季節となってスポーツや
これからの活動の話題で大いに盛り上がり親睦を深めま
した。
　中締めの発声は徳増会員が務められました。本日の懇
親会で感じたことはロータリーの原点は家族です。新し
く入ってきた家族を大切にしていきましょうと、家族を
想う気持ちが伝えられ、閉会になりました。

 （文責：日野雅俊）

第2979回例会告示板 2025年10月 3日

出  席  会  員　41名中／ 29名　70.32%
欠  席  会  員　12名
前 回 出 席 率 （９／ 26）85.37％
前々回出席率 （９／ 12）85.37％
ビ ジ タ ー　石巻西ＲＣ　三浦富次様
ゲ　ス　ト　航空自衛隊松島基地　
　　　　　　第4航空団司令兼松島基地司令 
　　　　　　空将補 渡部琢也様
　　　　　　第4航空団司令部 副官 2等空尉 高田萌未様
　　　　　　第4航空団司令部　佐藤　農様

会員誕生祝　　10/2日野、10/4高橋（政）、10/5佐藤（禎）、
　　　　　　　10/7後藤、10/8柳橋　各会員
結　婚　祝　　10/7佐々木（孝）、10/8松永、10/13武山、
　　　　　　　10/14山内、10/16鈴木（紀）、
　　　　　　　10/20佐藤（俊）、10/30松本　各会員
出席100％表彰　３年松永　会員
ニコニコBOX　久我　文敏委員
相澤、浅野、阿部（俊）、太田、大槻、木村（研）、久我、
後藤、齊藤（利）、佐々木（孝）、佐々木（至）、佐藤（大）、
佐藤（禎）、鈴木（忠）、鈴木（紀）、髙橋（晃）、武山、
角田、徳増、中川、日野、藤原、本田、松永、松本、柳橋、
山下、山内、山本　各会員
本日のプログラム
ゲストスピーチ「基地司令が知る航空自衛隊について」
　航空自衛隊松島基地第４航空団司令　兼　松島基地司
　令空将補　　渡部琢也様
「空を守る自衛隊の使命」
　私は千葉県出身の元航空自衛隊パイロットです。自衛
隊には整備や輸送、補給など多様な職種があり、その一
つが戦闘機による「スクランブル（緊急発進）」です。現在、
日本では年間およそ700回、1日2回ほど全国のどこかで
スクランブルが行われています。対象となるのは主にロ
シア機や中国機で、日本列島が両国から太平洋に出る要
衝であることを示しています。全国28カ所のレーダーで
24時間監視し、不審機があれば直ちに対応します。パイ
ロットは常に出動できる体制で待機し、高 Gに耐える
特殊スーツを身につけて任務に臨みます。領空侵犯を他
国が認めることはありませんが、日本は毅然と抗議しつ
つ冷静に対応しています。また、展示飛行チーム「ブルー
インパルス」も、日々の訓練と仲間の信頼のもとで活動
しています。私たちの任務は厳しいものですが、日本の
空を守る誇りを胸に取り組んでいます。

 （文責：武山孝好）

第2980回例会告示板 2025年10月10日

出  席  会  員　41名中／ 22名　53.66%
欠  席  会  員　19名



前 回 出 席 率 （10 ／３）70.32％
前々回出席率 （９／ 26）85.37％
本日のプログラム
　「ロータリー奉仕デー　清掃奉仕活動」
 10：30集合（於）いしのまき元気いちば
　秋晴れの良い天気に恵まれ10時30分より、参加メン
バーでいしのまき元気いちばより川沿い堤防を住吉公園
付近まで清掃活動を行い、タバコの吸い殻や飲料のゴミ
など拾い集め環境の美化に努めました。当日は外国人観
光客も多く歩いているのが印象的でした。
　住吉公園の出島には1996年に石巻東ロータリークラブ
が建てた石碑があり、清掃活動後メンバーのみなさんと
確認し石碑の前で記念撮影、そしてその当時の会報が写
真付きで配布され改めてその歴史を再認識する機会とな
りました。
　また、神社の周辺には60周年記念植樹した桜があり、
その成長を確認しつつ集合写真を撮り今夏の清掃活動を
終了しました。
　その後、いしのまき元気いちばで昼食をとりながら移
動例会を開催、中川会長のあいさつと藤原幹事の報告で
今回の例会は無事終了しました。

（文責：相澤　剛）

第2981回例会告示板 2025年10月24日

出  席  会  員　41名中／ 13名　31.71%
欠  席  会  員　28名
前 回 出 席 率 （10 ／ 10）90.24％
前々回出席率 （10 ／３）90.24％
本日のプログラム
　「夜間移動例会」18：30～（於）小松
　今回の夜間例会は割烹小松で開催され、中川会長から
は３ロータリー合同事業の麻雀大会に20名の参加で楽し
く開催されたこと、次回例会が11月７日に柳橋会員ス
ピーチで松本産業様の貸会議室「NEXUS PLACE」で
新しい形での例会になる話と、11月14日には三陸河北新
報社への職場訪問も予定している旨の話がありました。
その後乾杯をして阿部ガバナー補佐と、藤原幹事にお持
ち頂いた美味しいお酒を飲みながら和気あいあいと和や
かに盛り上がり、時間が短く感じられる夜間例会でした。

（文責：島　英人）

第2982回例会告示板 2025年10月31日

出  席  会  員　41名中／ 23名　56.10%
欠  席  会  員　18名
前 回 出 席 率 （10 ／ 24）90.24％
前々回出席率 （10 ／ 10）90.24％
ゲ　ス　ト　米山記念奨学生　李　晨煜（リ　シンイク）様
　　　　　　築館ＲＣ　三浦弘美様（李さんカウンセラー） 
ニコニコBOX　久我　文敏委員
相澤、浅野、太田、大槻、木村（研）、久我、後藤、齊藤（利）、
佐藤（大）、佐藤（俊）、佐藤（禎）、鈴木（忠）、鈴木（紀）、
高橋（政）、角田、中川、二宮、日野、松永、松本、柳橋、
山内、山本　各会員
本日のプログラム　ゲストスピーチ「私の故郷と勉強」
　米山記念奨学生　李　晨煜（リ　シンイク）様
　東北大学　臨床心理学２年
　本日スピーチいただいた李さんは、東北大学臨床心理
コース修士課程２年生。日本に来て３年目で出身は中国



◆例  会  場：石巻グランドホテル　TEL（0225）93ー 8111
◆例会日時：毎週金曜日　12：30～ 13：30
◆事  務  所：石巻市中央二丁目1ー 16　中央ビル23号
　　　　　　TEL（0225）95ー 3773
　　　　　　FAX（0225）95ー 4242
　　　　　　E-mail  rotary@hop.ocn.ne.jp

●会報委員●
松　本　俊　彦　　島　　　英　人
大　橋　　　諒　　髙　橋　晃　樹
佐　藤　俊　之　　柳　橋　哲　也
角　田　　　圭　　菅　原　秀　之
日　野　雅　俊　　武　山　孝　好
相　澤　　　剛　　太　田　　　清

の西安です。西安は中国のほぼ真ん中にあり、人口は
1,300万人で西北部の一番大きな都市であり、以前は長
安や西京と呼ばれていたこともあった昔の王朝の首都。
兵馬俑等の遺跡や風光明媚な自然もありとても歴史のあ
る素晴らしい都市で、シルクロードの東端でもあり、古
くから要衝の地だったこと等、西安の歴史や名物料理等
の紹介を映像も交えながら説明していただきました。
　古くから日本と中国の関わりを説明された内容もあり、
改めてその関係性が知れたとても興味深い内容でした。
　また、大学で学んでいる臨床心理は、医学や企業、更
生施設等多くの現場で役立っている等、その分野の裾野
の広さを改めて知ることができました。
　皆が終始興味深くスピーチを聴いており、最後に質問
が出るほどの有意義な時間となりました。
　李さんの更なるご活躍を期待いたします。

（文責：太田　清）

第2983回例会告示板 2025年11月 7日

出  席  会  員　41名中／ 20名　48.78%
欠  席  会  員　21名
前 回 出 席 率 （10 ／ 31）85.36％
前々回出席率 （10 ／ 24）90.24％
会員誕生祝　　11/16大槻、11/23阿部（智）、
　　　　　　　11/29佐々木（孝）　各会員
結　婚　祝　　11/１佐々木（至）　会員
出席100％表彰　25年鈴木（紀）、６年相澤、４年高橋（政）
　　　　　　　　各会員
ニコニコBOX　島　英人委員長
阿部（俊）、太田、大槻、木村（研）、木村（信）、久我、
後藤、齊藤（利）、佐々木（孝）、佐々木（至）、佐藤（大）、
佐藤（俊）、島、中川、日野、藤原、本田、松永、柳橋、
山内　各会員

本日のプログラム　　会員スピーチ
　「石巻の様々な団体とのコミュニケーション」
　　柳橋哲也会員
　四十八歳になり様々な活動させていただいておりまし
てロータリークラブもその中の一つでございます。
　高校卒業後、石巻神輿会に参加させていただき18歳の
ときから約30年間、川開きまつり等で活動させていただ
きました。また、石巻やきそばを広め、交流人口を増や
したいという想いで活動している「茶色い石巻やきそば
アカデミー」の会員でもあ、B-1グランプリへの参加や
PTA活動の中で焼きそばの作り方を広めるといった活
動もしています。
　生業については保険代理業を行っており、仕事を始め
たのが震災前、 2009年に勤める会社が法人化し、その後
の震災の年に青年会議所に入会させていただきました。
また、佐々木孝寿石巻実行委員長の駄菓子の日イベント
実行委員会というのも携わっております。
　ロータリークラブは2020年に入会させていただきまし
た。また、青年会議所のジャガイモクラブというゴルフ
愛好会の活動で幹事も務めております。
　さらに、石巻法人会の青年部会にも所属しており子供
たちに税金の大切さを伝える活動「租税教室」も積極的
に行ってきました。
　これまで48年間、様々な活動を通じて思うことは、仕
事、遊び、ボランティア、それぞれ何でも一生懸命やる
ことに尽きるということです。何でも一生懸命にやるこ
とで同じ活動をするみなさんと仲良くなることができ
る。そういった姿勢や関係が、後々自然と仕事にも結び
付いてくる。そして仕事とプライベート、両方でたくさん
関係を深めることができる。そのように考えております。
　引き続きこんな私ですが、皆さんと仲良くさせていた
だければと思います。

（文責：大橋　諒）


